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皮
切
り
に
、
い
づ
み
ま
な
び
教
室

の
太
極
拳
・
演
歌
舞
踊
な
ど
演
舞

や
演
奏
、
保
育
園
児
た
ち
の
手
話

を
使
っ
た
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ａ
関
西
」
代
表
の
藤

木
美
奈
子
さ
ん
を
招
き「『
家
庭
の

中
に
人
権
を
』
〜
Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐

待
を
乗
り
越
え
て
〜
」
と
題
し
、

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
く
の

作
品
展
示
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
、
館
外
で
は
、
天
ぷ

ら
や
う
ど
ん
、
焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
の
模
擬
店
な
ど
も
設
け
ら

れ
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第　

回
井
手
町
解
放
文
化
祭

１９

（
同
文
化
祭
実
行
委
員
会
主
催
＝

中
村
義
孝
実
行
委
員
長
）
が
、
３

月　

日
（
日
）、
い
づ
み
人
権
交
流

１３
セ
ン
タ
ー
や
同
体
育
館
な
ど
を
会

場
に
し
て
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

解
放
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
中
村
実

行
委
員
長
か
ら
「
今
日
１
日
、
作

品
展
や
舞
台
発
表
、
模
擬
店
な
ど

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
人
権
の
大

切
さ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
汐
見
町
長
が

「
差
別
の
な
い
社
会
を
築
く
た
め

に
始
ま
っ
た
解
放
文
化
祭
も
第　
１９

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
実

行
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
今
日
１
日
、
皆
さ
ん
楽
し
ん

で
下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
あ
と
文
化
祭
の
成
功
を
願
っ
て

恒
例
の
餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
、

雰
囲
気
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

舞
台
発
表
で
は
、
い
づ
み
太
鼓

『
左
馬
』の
勇
壮
な
和
太
鼓
演
奏
を

大
西
千
晶
さ
ん
、
中
田
優
介
く
ん
、

垣
内
美
樹
さ
ん
、
上
島
慎
太
郎
く

ん
か
ら
答
辞
が
述
べ
ら
れ
、
３
年

間
の
中
学
校
生
活
の
思
い
出
を
語

り
、
力
強
く
巣
立
ち
の
決
意
を
述

べ
、
卒
業
生
は
新
し
い
人
生
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
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３
月　

日
（
金
）、
井
手
小
学
校

１８

（
木
下
惠
三
郎
校
長
）と
多
賀
小
学

校
（
乾
秀
年
校
長
）
で
卒
業
証
書

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
井
手
小
学
校
か
ら　
５８

人
（
男
子　

人
、
女
子　

人
）、
多

３４

２４

賀
小
学
校
か
ら　

人
（
男
子　

人
、

２７

１３

女
子　

人
）
の
卒
業
生
が
、
６
年

１４

間
の
思
い
出
を
胸
に
小
学
校
を
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

校
生
活
３
年
間
の
思
い
出
が
い
っ

ぱ
い
詰
ま
っ
た
校
舎
を
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
在
校
生
ら
の
大
き

な
拍
手
の
な
か
卒
業
生
が
入
場
し
、

全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
の
あ
と
、

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
卒
業
証
書
が
吉
川

校
長
か
ら
ク
ラ
ス
ご
と
の
代
表
者

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
川
校
長
は
、
式
辞
で
「
そ
れ

ぞ
れ
進
路
は
別
々
で
す
が
、
希
望

を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
下
さ
い
」
と
述
べ
ら
れ
、
続
い

て
恒
例
と
な
っ
て
い
る
在
校
生
代

表
と
先
生
方
に
よ
る
〝
構
成
詩
〞

が
巣
立
っ
て
い
く
卒
業
生
に
語
り

か
け
ら
れ
る
と
、
卒
業
生
の
中
に

は
、
３
年
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来

事
を
思
い
出
し
て
涙
す
る
生
徒
も

…
。

　

こ
の
あ
と
卒
業
生
を
代
表
し
て
、

　

泉
ヶ
丘
中
学
校
（
吉
川
博
文
校

長
）
の
第　

回
卒
業
証
書
授
与
式

５８

が
３
月　

日
（
金
）
に
行
わ
れ
ま

１１

し
た
。

　

こ
の
日
、　

人
の
卒
業
生
（
男

６３

子　

人
、
女
子　

人
）
は
、
中
学

３０

３３
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平
成　

年
度
の
一
般
会
計
は　

１７

３８

億
２
０
０
０
万
円
（
前
年
度　

億
３７

２
８
０
０
万
円
）
と
な
り
、
前
年

度
に
比
べ
て
９
２
０
０
万
円
、　
２.５

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
は
、
国
民
健

康
保
険
・
老
人
保
健
・
介
護
保
険
・

井
手
町
水
道
事
業
・
多
賀
地
区
簡

易
水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
・

井
手
財
産
区
・
多
賀
財
産
区
を
合

わ
せ
て　

億
６
７
６
１
万
１
千
円

３３

（
前
年
度　

億
１
４
６
７
万
３
千

３２

円
）、
１
億
５
２
９
３
万
８
千
円
、

　

％
の
増
と
な
り
、
一
般
会
計
・

４.８特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
、

　

億
８
７
６
１
万
１
千
円
（
前
年

７１度　

億
４
２
６
７
万
３
千
円
）
の

６９
予
算
規
模
と
な
り
、
前
年
度
に
比

べ
て
２
億
４
４
９
３
万
８
千
円
、

　

％
の
増
と
な
り
ま
す
。

３.５
　

中
で
も
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

や
障
害
者
支
援
費
と
い
っ
た
福
祉

の
充
実
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や

幼
児
へ
の
絵
本
配
布
な
ど
、
教
育

環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
庁
舎

耐
震
補
強
、
安
全
に
学
ぶ
環
境
を

整
え
る
泉
ヶ
丘
中
学
校
・
多
賀
小

学
校
の
耐
震
補
強
に
加
え
、
災
害

時
の
地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
為

の
地
域
防
災
検
討
委
員
会
や
ま
ち

づ
く
り
を
支
援
す
る
住
民
主
体
の

魅
力
づ
く
り
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
、

日
常
生
活
に
身
近
な
道
路
、
下
排

水
路
な
ど
の
生
活
基
盤
の
整
備
な

ど
に
も
重
点
を
置
い
た
予
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
・
国
庫
支
出

金
な
ど
が
前
年
を
下
回
る
こ
と
か

ら
、
各
種
基
金
の
有
効
活
用
に
よ

り
、
財
源
不
足
に
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

歳
出
で
は
、
共
同
浴
場
新
設
、

学
校
校
舎
・
役
場
庁
舎
の
耐
震
補

強
な
ど
に
よ
り
、
普
通
建
設
事
業

費
が
増
額
と
な
り
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
井
手
寺
跡
の
発
掘
調
査
・

「
源
氏
ボ
タ
ル
保
護
」、「
豊
か
な
緑

と
清
流
を
守
る
」
検
討
委
員
会
な

ど
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

多
く
の
事
業
が
予
算
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
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総務費

衛生費

役場庁舎耐震補強
 ３８０００千円
住民主体のまちの魅力づくり
 ５２００千円
カジカガエル復元事業
 ２５０千円

予防接種事業 １１６８３千円
老人保健事業 ２１２７９千円
源氏ボタル保護育成 ２００千円
一般廃棄物収集運搬業務委託 ２８０００千円
城南衛生管理組合分担金 １５００００千円

民生費
共同浴場新築 １６００００千円
障害者支援費 ４２１４８千円
老人福祉施設耐震診断 ９５０千円
在宅介護支援事業等委託 ２５０００千円
乳幼児医療助成 １６６８０千円

商工費
町商工会振興事業補助
 ７５００千円
小企業特別融資保証料補給
 ４０００千円
桜まつり ３１３３千円

教育費
泉ヶ丘中・多賀小耐震補強
 ７４３００千円
小中学校みらいネット接続
 ３２００千円
放課後児童クラブ ７０７９千円
文化財保護 ７５６２千円

林業経営構造対策
 ５２０００千円
農業経営基盤推進対策
 ９００千円

農林水産業費

急傾斜地崩壊対策
 ５０００千円
下排水路改修 １８０２０千円
玉川砂防公園基本計画
（ワークショップ） ３１００千円

土木費
消防委託料 １５１６０６千円
消火栓ボックス設置
 １０３０千円
地域防災検討委員会
 １００千円

消防費

長期債償還元金 ４０３８１４千円
長期債償還利子 ９５８９９千円

公債費
歳出合計
（支出）

３８億２０００万円
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役
場
で
は
、今
後
の
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、４

月
１
日
付
け
で
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。（
敬
称

略
）※
カ
ッ
コ
内
は
旧
役
職

�
�
�
�
�
�
�
�

【
部
長
級
】事
業
部
長（
上
下
水
道
部
長
）鈴
木
康
正
▽
上

下
水
道
部
長（
事
業
部
長
）中
島
茂
喜

【
課
長
補
佐
級
】同
和
対
策
室
同
和
・
人
権
政
策
課
課
長

補
佐（
総
務
部
総
務
課
主
査
）田
村
喜
代
一
▽
上
下
水
道

部
水
道
課
課
長
補
佐（
同
和
対
策
室
同
和
・
人
権
政
策
課

課
長
補
佐
）西
島
楠
博

【
係
長
級
】総
務
部
総
務
課
係
長（
同
部
総
務
課
主
事
）奥

山
英
高
▽
民
生
部
福
祉
課
係
長（
同
部
福
祉
課
主
査
）藤

崎
裕
司
▽
同
部
衛
生
課
係
長（
総
務
部
総
務
課〈
京
都
府

市
町
村
職
員
実
務
研
修
生
派
遣
〉）乾
浩
朗
▽
同
部
保
健

セ
ン
タ
ー
係
長（
同
部
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
）野
田
美

恵
▽
事
業
部
建
設
課
係
長（
総
務
部
税
務
課
主
査
）小
川

淳
一
▽
上
下
水
道
部
下
水
道
課
係
長（
同
部
下
水
道
課

主
査
）粟
田
真
澄
▽
民
生
部
福
祉
課
係
長（
上
下
水
道
部

水
道
課
係
長
）林
田
正
▽
上
下
水
道
部
下
水
道
課
係
長

（
総
務
部
税
務
課
係
長
）古
川
進
▽
同
和
対
策
室
同
和
・

人
権
政
策
課
係
長（
上
下
水
道
部
水
道
課
係
長
）前
田
宗

広
▽
民
生
部
玉
川
保
育
園
主
任（
同
部
い
づ
み
保
育
園

主
任
）吉
川
喜
美
子

【
主
事
級
】総
務
部
総
務
課
主
事（
事
業
部
建
設
課
主
事
）

木
田
昭
弘
▽
同
部
総
務
課
主
事〈
京
都
府
市
町
村
職
員

実
務
研
修
生
派
遣
〉（
上
下
水
道
部
下
水
道
課
主
事
）菱

本
嘉
昭
▽
同
部
企
画
財
政
課
主
事（
同
部
総
務
課
主
事
）

石
井
美
子
▽
同
部
税
務
課
主
事（
民
生
部
衛
生
課
主
事
）

中
谷
誠
▽
民
生
部
福
祉
課
主
事（
総
務
部
企
画
財
政
課

主
事
）野 

裕
美
▽
同
部
住
民
課
主
事（
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
主
事
）岩
村
恭
子
▽
同
部
玉
川
保
育
園
保
育

士（
同
部
い
づ
み
保
育
園
保
育
士
）親
見
由
香
▽
上
下
水

道
部
水
道
課
主
事（
総
務
部
企
画
財
政
課
主
事
）篠
部
直

茂
�
�
�
�
�
�
�
�

【
部
長
級
】議
会
事
務
局
長（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
・
山

吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
学
校
教
育
課
長
事
務
取

扱
）横
田
正
人

【
課
長
補
佐
級
】議
会
事
務
局
課
長
補
佐（
同
係
長
）飯
田

あ
や
子

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

【
教
育
長
】教
育
長（
教
育
長
兼
教
育
委
員
会
図
書
館
長

事
務
取
扱
）牧
野
久
夫

【
部
長
級
】教
育
委
員
会
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
社
会
教
育
課
長
・
図
書
館
長
事
務
取
扱（
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
長
）加
賀
山
睦
▽
教
育
委
員
会
教
育
次
長

兼
学
校
教
育
課
長
事
務
取
扱（
議
会
事
務
局
長
）西
田
長

【
主
事
級
】教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
技
師（
民
生
部
福

祉
課
技
師
）山
田
貴
裕

�
�
�
�
��
�
�
	


�
�

辻
井
祐
介
・
総
務
部
企
画
財
政
課
主
事
補
▽
窪
田
直
行
・

同
部
税
務
課
主
事
補

�
�
��
�
��
�
�
�
��

木
村
智
子（
民
生
部
住
民
課
係
長
）▽
乾
国
昭（
同
部
福

祉
課
主
査
）▽
親
見
国
春（
同
和
対
策
室
同
和
・
人
権
政

策
課
主
査
）▽
中
田
芳
美（
民
生
部
玉
川
保
育
園
主
任
）

　

３
月
井
手
町
定
例
町
議
会
は
、
３
月　

日
か
ら

１０

　

日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
７
人

２９の
議
員
か
ら
計　

件
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
平

１２

成　

年
度
井
手
町
一
般
会
計
予
算
な
ど　

件
の
議

１７

２９

案
、
報
告
１
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
慎
重
に

審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
可
決
ま
た
は
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

３
月
定
例
町
議
会
で
可
決
成
立
し
た
議
案
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�

▼
井
手
町
個
人
情
報
保
護
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
の
件

▼
井
手
町
立
区
民
館
設
置
管
理
並
び
に
使
用
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
財
産
無
償
譲
渡
の
件

▼
財
産
無
償
譲
渡
の
件

▼
京
都
府
自
治
会
館
管
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
京
都
府
自
治
会
館
管

理
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
京
都
府
市
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

京
都
府
市
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
京
都
府
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
及
び
京
都
府
市
町

村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
京
都
府
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
京
都
府
市
町

村
交
通
災
害
共
済
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
京
都
府
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合
の
解
散
に

つ
い
て

▼
京
都
府
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合
の
解
散
に

伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

▼
京
都
府
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
管
理
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
京

都
府
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
管
理
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

▼
京
都
府
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
管
理
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
伴
う

財
産
処
分
に
つ
い
て

▼
井
手
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
件

▼
平
成　

年
度
井
手
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１６

５
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

１６

（
第
２
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
多
賀
地
区
簡
易
水
道
事
業

１６

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

１６

予
算
（
第
２
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

１６

計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
一
般
会
計
予
算

１７

▼
平
成　

年
度
井
手
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

１７

予
算

▼
平
成　

年
度
井
手
町
水
道
事
業
会
計
予
算

１７

▼
平
成　

年
度
井
手
町
多
賀
地
区
簡
易
水
道
事
業

１７

特
別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
井
手
町
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

１７

▼
平
成　

年
度
井
手
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

１７

▼
平
成　

年
度
井
手
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

１７

計
予
算

▼
平
成　

年
度
井
手
町
井
手
財
産
区
特
別
会
計
予

１７

算▼
平
成　

年
度
井
手
町
多
賀
財
産
区
特
別
会
計
予

１７

算
�
�
�
�

▽
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

�
�
�
�

▼
井
手
町
議
会
議
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て



����������� �

※
申
請
書
類
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

�
夫
婦
の
両
者
又
は
一
方
が
京
都
府

内
（
京
都
市
を
除
く
）
に
住
所
が

あ
る
方

�
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

�
府
が
指
定
し
た
医
療
機
関
で
特
定

不
妊
治
療
を
受
け
た
方

�
特
定
不
妊
治
療
に
よ
ら
な
け
れ
ば

妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
か
、
極
め

て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た

方
（
証
明
書
が
必
要
）

�
前
年
度
所
得
が
６
５
０
万
円
未
満

の
方
（
夫
婦
合
算
に
よ
る
）

�
�
�
�
�

�
一
年
度
あ
た
り
上
限
額　

万
円

１０

（
償
還
払
い
・
夫
婦
１
組
に
つ
き
）

�
通
算
２
年
度
に
限
る
（
申
請
は
連

続
２
年
で
な
く
て
も
可
）

�
�
�
�
�

�
申
請
期
限　

原
則
と
し
て
治
療
が

終
了
し
た
日
の
属
す
る
年
度
内

�
提
出
書
類　

特
定
不
妊
治
療
を
実

施
し
た
指
定
医
療
機
関
が
発
行
す

る
受
診
証
明
書
な
ど

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

府
保
健
福
祉
部
こ
ど
も
未
来
室

　
（
℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐
4
7
2
7
）

　

府
山
城
北
保
健
所

　
（
℡
０
７
７
４
‐　

‐
２
１
９
２
）

２１

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
℡　

‐
３
３
８
５
）

８２

　

不
妊
治
療
の
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
そ
の
治
療
費
に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

治
療
の
種
類
に
よ
り
申
請
先
や
書

類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下

さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
申
請
日
の
時
点
で
、
京
都
府
に
１

年
以
上
住
所
が
あ
り
、
か
つ
町
内

に
住
所
が
あ
る
夫
婦
（
事
実
上
の

婚
姻
関
係
に
あ
る
男
女
を
含
む
）

�
各
種
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

こ
と

�
�
�
�
�

　

保
険
診
療
に
要
し
た
被
保
険
者
が

負
担
し
た
額
の
２
分
の
１

※
た
だ
し
１
年
度
の
診
療
に
つ
き
ひ

と
り
３
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

１７

１８

年
３
月　

日
ま
で
の
診
療
分

３１

※
申
請
期
限
は
平
成　

年
３
月　

日

１８

３１

で
す
。
１
年
を
過
ぎ
る
と
申
請
が

で
き
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
　

制
限
な
し

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

申
請
書
を
審
査
し
、
そ
の
結
果
を

申
請
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　
「
助
成
金
交
付
申
請
書
」「
不
妊
治

療
医
療
機
関
証
明
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
持
参
も

し
く
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

相
続
税
納
税
猶
予
制
度

　

相
続
人
が
相
続
税
を
支
払
う
た

め
に
農
地
を
部
分
的
に
手
放
し
た

り
し
て
、
農
地
が
細
分
化
さ
れ
る

こ
と
を
防
ぎ
農
業
経
営
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
、

農
業
を
続
け
る
こ
と
を
条
件
に
、

　

年
間
は
農
地
評
価
額
の
う
ち
農

２０業
投
資
価
格
を
上
回
る
部
分
に
か

か
わ
る
相
続
税
の
納
税
を
猶
予
し
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
納
税
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
現
に
耕
作
さ
れ
て
い
る
農
地

�
現
在
は
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
が
、

い
つ
で
も
耕
作
が
で
き
る
よ
う

な
農
地
（
保
全
管
理
田
な
ど
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
放
任
さ
れ
た
農
地

�
肥
培
管
理
さ
れ
て
い
な
い
植
木

畑
、
造
園
用
の
石
材
が
置
か
れ

た
部
分

�
貸
付
地

�
家
庭
菜
園
（
宅
地
の
一
部
を
一

時
的
に
に
利
用
し
た
も
の
）

�
温
室
の
農
地
（
土
地
の
形
状
を

変
え
た
も
の
）

�
農
協
な
ど
の
受
託
組
合
な
ど
に

委
託
さ
れ
た
農
地

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

納
税
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
農
地

は
「
耕
作
で
き
る
部
分
」
に
限
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
小
屋

等
に
つ
い
て
は
、
申
請
面
積
か
ら

除
外
し
て
い
た
だ
く
か
、
撤
去
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
（
役
場
産
業
課
内　

℡

　

‐
２
０
０
１
）
ま
で

８２

�
��
�
�
�
�
�
�
	


�
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�

�

�

�
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����������
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

沿
線
４
市
４
町
で
構
成
さ
れ
て
い

る
「
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
複
線
化
促
進
協
議

会
」（
会
長
＝
汐
見
町
長
）
は
、
奈
良

線
の
〝
沿
線
の
魅
力
〞
を
テ
ー
マ
に

『
沿
線
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
』を
実
施
、

そ
の
審
査
が
３
月
７
日
（
月
）、
自
然

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
同
線
の
利

用
促
進
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
沿
線
内
外
か
ら
、
１
４
５
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
選
し
た　

点
の
作
品
は
、

２０

３
月　

日
（
火
）
か
ら　

日
（
日
）

２２

２７

の
間
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
前
広
場
で
、
全

応
募
作
品
は
桜
ま
つ
り
期
間
中
に

玉
泉
苑
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

※
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
の
受
賞
者

は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�

『
二
人
の
世
界
』澤
野
明（
宇
治
市
）

�
�
�
�
�

『
出
番
前
』
中
野
豊
（
京
都
市
）

▽
『
三
つ
の
不
思
議
な
花
』
松
村

勝
弘
（
城
陽
市
）
▽
『
最
後
の
一

本
』
石
井
道
代
（
宇
治
市
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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受
賞
作
品
決
ま
る
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今
年
度
の
小
中
学
校
で
の
私
の
英
語
の
授

業
は
終
わ
り
ま
し
た
。
私
は
４
月
か
ら
も
英

語
の
授
業
を
通
じ
て
見
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
来
年
度
は
私
の
知
ら
な
い
小
学
校
の
新

入
生
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
新

入
生
は
町
内
の
保
育
園
で
英
語
を
教
え
て
い

た
子
ど
も
だ
か
ら
で
す
。
同
じ
く
中
学
校
の

新
入
生
も
、
ほ
と
ん
ど
が
井
手
・
多
賀
小
の

卒
業
生
で
す
。
み
な
さ
ん
見
慣
れ
た
生
徒
で

す
が
、
気
持
ち
を
新
た
に
頑
張
っ
て
英
語
を

教
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
泉
ヶ
丘
中
学
校
の
卒
業
式
に
出
席
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
と
て
も
感
動
的
な
卒
業
式

で
、
私
は
式
に
参
加
し
て
い
る
卒
業
生
を
見

な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
な
と
思

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
感
動
的
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
校
長
先
生
や
生
徒
の
ス
ピ
ー
チ
は
日
本

語
だ
っ
た
た
め
ほ
と
ん
ど
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ず
残
念
で
し
た
。

　

日
本
の
卒
業
式
に
出
席
し
て
、
ア
メ
リ
カ

の
も
の
と
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し

た
。
１
つ
は
卒
業
式
が
日
中
に
あ
り
、
式
に

参
加
し
て
い
た
保
護
者
は
ほ
と
ん
ど
母
親
だ

っ
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

で
は
両
親
が
揃
っ
て
出
席
で
き
る
よ
う
に
夜

に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に
は
ス
ピ
ー
チ
の

数
が
違
い
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ス
ピ
ー
チ
を
行

な
う
の
は
校
長
先
生
と
数
人
の
生
徒
だ
け
で

す
。
日
本
で
生
徒
達
は
制
服
で
出
席
し
ま
す

が
、
ア
メ
リ
カ
の
生
徒
は
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し

て
式
に
出
席
し
ま
す
。
最
大
の
違
い
は
卒
業

式
の
時
期
で
、
ア
メ
リ
カ
の
学
年
末
は
６
月

で
す
。
新
学
期
は
夏
休
み
後
の
９
月
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
で
生
徒
た
ち
は
２
ヶ
月
半

の
長
い
休
み
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日

本
は
４
月
よ
り
新
学
期
が
始
ま
り
ま
す
が
、

春
休
み
は
短
く
、
も
し
転
校
す
る
場
合
な
ど

期
間
が
短
く
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
の
よ
う
に
国
が
広
く
な
い
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　

卒
業
式
に
つ
い
て
違
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
似
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
体
育
館
や
講
堂
で
行
な
い
ま
す

し
、
一
番
の
共
通
点
は
日
本
の
生
徒
よ
り
は

泣
き
ま
せ
ん
が
、
生
徒
や
先
生
が
涙
す
る
の

は
ア
メ
リ
カ
の
卒
業
式
で
も
同
じ
こ
と
で

す
。

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
み
な
さ
ん
の
４
月
か

ら
の
新
生
活
が
幸
運
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
れ

か
ら
も
英
語
を
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
す
。
小
学
校
・
中
学
校
の
み
な

さ
ん
と
４
月
に
再
び
会
う
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
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　第１９回井手町解放文化祭が３月１３日（日）に開催されました。
　解放文化祭は、１９８６年（昭和６１年）に「井手町部落史」が発刊されたのを契機
として「先人達の苦闘、苦難の歴史や文化的伝統遺産から学び、誇りうる文化を
創造し、文化活動を通じて同和問題を解決していくため、部落解放への教育や地
域における文化の進展を図り、人権交流センター（旧隣保館）や児童館の歩み・
取り組みを発表する場」を目指して、翌年８７年から『みつめよう私たちの歴史　
そだてよう私たちの文化』をメインテーマとして行われています。
　文化祭では、記念講演や地元バンドの演奏、オカリナ、大正琴など隣保館事業
の発表の場となっています。展示作品は、「いづみまなび教室」の作品のほか、町
内からの作品も年々増えてきています。
　記念講演会は、隣保館モデル事業の一環として行なわれ、講師に作
家でＮＰＯ法人「ＷＡＮＡ関西」代表である藤木美奈子さんが「家族
の中に人権を」～ＤＶ・児童虐待を乗り越えて～と題して講演があり、
自身の体験を交えながら「ファミリーバイオレンスの基礎知識・暴力
の威力と影響・社会と暴力、人はなぜ暴力をふるうのか」等の内容で、
近年増加傾向にあるＤＶ等について講演され、集まった人も熱心に耳
を傾けていました。

第１９回
井手町解放文化祭開催される
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平
成　

年
度
第
１
回
調
理
師
試
験
・

１７

平
成　

年
度
製
菓
衛
生
師
試
験
の

１７

実
施
に
つ
い
て

願
書
配
布
場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
及
び
田

辺
地
域
総
務
室
（
土
・
日
祝
除
く
、
午
前
８
時
半

〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
ま
で
）

願
書
受
付
期
間
／

�
調
理
師
試
験　

４
月　

日（
月
）〜　

日（
金
）

１８

２２

�
製
菓
衛
生
師
試
験　

４
月　

日（
月
）〜　

日

２５

２７

（
水
）

願
書
受
付
場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
及
び
田

辺
地
域
総
務
室
（
土
・
日
祝
除
く
、
午
前
９
時
〜

　

時
半
・
午
後
１
時
半
〜
４
時
半
ま
で
）
※
郵
送

１１で
の
受
付
は
出
来
ま
せ
ん

試
験
日
時
／
５
月　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
正
午

２２

１０

試
験
会
場
／
関
西
文
理
学
院
（
京
都
市
北
区
上
御

霊
上
江
町
２
５
０
）
※
京
都
会
場

講
座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
	

日
時
／
４
月　

日
（
火
）
午
後
７
時
〜
９
時

１９

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
５
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１４

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

日
時
／
５
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
太
極
拳
》

日
時
／
４
月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１５

２２

母
子
家
庭
向
け
給
付
制
度
の 

支
給
申
請
受
付

○
平
成　

年
度
母
子
家
庭
奨
学
金
等
（
乳
幼
児
か

１７

ら
高
校
生
ま
で
。
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

他
制
度
併
給
制
限
有
。
京
都
市
除
）

○
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
（
対
象
講
座
等
制

限
有
。
受
講
前
申
請
要
）

○
高
等
技
能
訓
練
促
進
給
付
金
（
対
象
資
格
等
制

限
有
。
事
前
相
談
要
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

（
℡
０
７
７
４
‐　

‐
５
７
４
７
）
ま
で

６３

平
成　

年
度
第
１
回 

１７

京
都
府
警
察
採
用
試
験

▼
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
）　

５
月
８
日（
日
）

　

京
都
府
警
察
学
校
・
龍
谷
大
学
深
草
学
舎

▼
受
験
申
込
受
付
期
間　

４
月
１
日（
金
）〜　

日
１８

（
月
）

▼
受
験
申
込　

受
験
の
申
込
書
は
、
京
都
府
警
察

本
部
へ
の
持
参
又
は
郵
送
の
み
で
受
付
を
し
て
い

ま
す
。
各
地
域
の
警
察
署
や
交
番
・
駐
在
署
で
は

受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

※
直
接
持
参
の
場
合

受
付
／
京
都
府
警
察
本
部
１
１
０
番
指
令
セ
ン
タ

ー
１
階
（
京
都
市
上
京
区
下
立
売
通
釜
座
東
入
藪

ノ
内
町　

‐
３
・　

‐
４
合
地
）

８５

８５

受
付
時
間
／
午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時

※
郵
送
す
る
場
合

〒
６
０
２
‐
８
５
５
０
（
住
所
記
入
不
要
）

京
都
府
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

（
４
月　

日
消
印
有
効
）

１８

▼
お
問
い
合
わ
せ

京
都
府
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

�
フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル　

０
１
２
０
‐
５
５
５
‐
３
１
４

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

し
た
。「
労
働
保
険
概
算
・
確
定
保
険
料
申
告
書
」

に
よ
り
、
５
月　

日
（
金
）
ま
で
に
申
告
納
付
を

２０

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
納
付
は
受
付
会
場
又
は
京
都
労
働

局
、
労
働
基
準
監
督
署
並
び
に
最
寄
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
課（
℡
０
７
５
‐
２
４
１
‐
３
２
１
３
）ま
で

京
都
府
く
ら
し
の
安
全
推
進
員
の

募
集
に
つ
い
て

推
進
員
の
仕
事
内
容
／

①
不
当
な
広
告
や
表
示
、
悪
質
な
勧
誘
行
為
等
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
（
随
時
）

②
関
心
の
高
い
新
た
な
消
費
者
問
題
の
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
回
答
（
年
間
２
回
程
度
）

③
広
域
振
興
局
が
行
う
研
修
会
・
懇
親
会
等
へ
の

出
席
（
年
間
２
回
程
度
）

応
募
資
格
／
京
都
府
内
（
京
都
市
除
く
）
に
在
住

し
、
消
費
生
活
問
題
に
関
心
が
高
い　

歳
以
上
の

２０

方募
集
人
数
／
１
０
０
人

任
期
／
依
頼
の
日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

１８

３１

謝
金
／
年
間
６
０
０
０
円

e

応
募
方
法
／
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・ -  m

a
il

 
 
   
で
必
要

事
項
を
記
入
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
推
進

員
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
経
験
・
電
話
番
号
・
職
業
・

応
募
理
由
（
１
５
０
字
程
度
）

応
募
先
／
６
０
２
‐
８
５
７
０
（
住
所
記
入
不
要
）

京
都
府
商
工
部
消
費
生
活
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
８
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
８
７
０

e
-m
a
il:s
h
o
h
i@
m
a
il.p
re
f.k
y
o
to
.jp

 
  
 
     
 
 
 
  
 
 
    
  
   
 
 
  
   

平
成　

年
４
月　

日
（
金
）
必
着

１７

２２

ペ
イ
オ
フ
解
禁
の
範
囲
が 

拡
大
さ
れ
ま
す

　

平
成　

年
４
月
以
降
は
、
当
座
預
金
や
利
息
の

１７

つ
か
な
い
普
通
預
金
は
「
決
済
用
預
金
」（
※
）
と

し
て
全
額
保
護
さ
れ
、
定
期
預
金
や
利
息
の
つ
く

普
通
預
金
な
ど
は
、
１
金
融
機
関
に
つ
い
て
預
金

者
ひ
と
り
当
た
り
、
元
本
１
千
万
円
ま
で
と
そ
の

利
息
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
ど
の
預
金
が

「
決
済
用
預
金
」
に
該
当
す
る
か
な
ど
の
詳
細
は
、

金
融
機
関
の
窓
口
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
決
済
用
預
金
は
、「
無
利
息
、
要
求
払
い
、
決
裁

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
３
要
件

を
満
た
す
も
の
で
す
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
財
務
事
務
所
理
財
課

（
℡
０
７
５
‐
２
３
１
‐
４
１
３
３
）
ま
で

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

平
成　

年
度
労
働
保
険
料
（
労
災
保
険
・
雇
用

１７

保
険
）
の
申
告
納
付
期
間
は
４
月
１
日
〜
５
月　
２０

日
で
す
。

　

労
働
保
険
料
の
申
告
納
付
の
時
期
が
ま
い
り
ま
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日
時
／
４
月　

日
（
水
）・　

日
（
火
）

１３

１９

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
４
月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

２０

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

　

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
発
生
に
伴
い
、
町
内

公
共
施
設
５
ヶ
所
に
、
２
月
３
日
か
ら　

日
ま
で

２８

の
間
、
募
金
箱
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
皆
様
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
「
被
災
者
義
援
金
」
は
２

万
６
４
８
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
義

援
金
は
、（
財
）京
都
府
国
際
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
よ

り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

年
〜
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

＊
受
付
／
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

各
種
相
談

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

日
時
／
４
月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

１８

２５

　
　

／
５
月
２
日
（
月
）

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
４
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

１１

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
４
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２

は
賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜

日
と
祝
祭
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ

ん
）

＊
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�

日
時
／
４
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

１４

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
４
月　

日
（
木
）

２８

　
　

／
５
月　

日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１３

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
》

あ
る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

１０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健

康

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
４
月　

日
（
木
）

２１

　
　

／
５
月　

日
（
木
）

１２

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／　

歳
以
上

４０

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
５
月　

日
（
月
）

１６

　
　

受
付：

午
後
１
時
〜
１
時
半

対
象
／
Ｈ　

・
９
・
８
か
ら
Ｈ　

・　

・　

生
ま
れ

１５

１５
１０
２１

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／
４
月　

日
（
月
）

１８

　
　

受
付：

午
後
１
時
〜
１
時
半

対
象
／
Ｈ　

・
９
・
１
か
ら
Ｈ　

・　

・　

生
ま
れ

１４

１４
１２
３１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
三
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
）》

日
時
／
４
月　

日
（
火
）

１２

　
　

／
５
月　

日
（
火
）

１０

�
第
一
期
初
回
は
生
後
６
ヶ
月
か
ら
６
歳
ま
で
に

３
回
接
種
、
出
来
る
だ
け
４
歳
ま
で
に
完
了
し

て
く
だ
さ
い

�
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
、
１

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
４
月　

日
（
金
）
午
前　

時
〜
正
午

２２

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
４
月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１２

２６

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

《
カ
ラ
オ
ケ
》

日
時
／
４
月　

日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１９

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
研
修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

日
時
／
４
月　

日
（
金
）

２２

　
　

／
５
月　

日
（
金
）

２０

　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
半
〜
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�
申
込
は
不
要
で
す

�
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

�
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡　

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
お
花
見
・
鉄
板
焼
》

日
時
／
４
月　

日
（
木
）
午
前　

時
半
〜

１４

１１

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
４
０
０
円

《
ち
ま
き
づ
く
り
》

日
時
／
５
月　

日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜

１２

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／
い
ず
れ
も　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の

６０

社
会
福
祉
に
と 

寄
付
が
あ
り
ま
し
た

　

こ
の
ほ
ど
、
村
田
清
和
さ
ん
（
北
部
区
）

か
ら「
町
の
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
１
０
０
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
付
は
、
村
田
さ
ん
の
母
、
故
村

田
ヱ
ミ
子
さ
ん
の
ご
遺
志
に
よ
り
寄
付
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
善
意
の
寄
付
金
を
社
会
福

祉
基
金
に
積
み
立
て
て
、
住
民
の
福
祉
に
役

立
た
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

�
�
���
��
�
�	


�
�
��
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�������������

�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

�
視
聴
覚
資
料
は
一
人
３
点
、
１
週
間

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�

「
孤
虫
症
」 

真
梨
幸
子

「
人
生
ベ
ス
ト
テ
ン
」 

角
田
光
代

「
あ
な
た
へ
」 

河
崎
愛
身

「
空
耳
ア
ワ
ワ
」 

阿
川
佐
和
子

「
か
わ
う
そ
の
祭
り
」 

出
久
根
達
郎

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

４
月
〜
９
月　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
４
月　
　

・　

・　

日

１８

２５

２８

�
５
月　

２
・
６
・
９
〜　

・　

・

１２

１６

　

・　

・　

日

２３

２６

３０

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

「
高
瀬
川
女
船
歌
４　

篠
山
早
春
譜
」

 

沢
田
ふ
じ
子

�
�
�
�

「
つ
る
ば
ら
村
の
は
ち
み
つ
屋
さ
ん
」

 

柿
田
ゆ
か
り

「
も
し
も
ね
こ
が
サ
ー
カ
ス
に
い
っ

た
ら
」 

さ
さ
め
や
ゆ
き

「
ユ
ー
ウ
ツ
な
つ
う
し
ん
ぼ
」

 

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
レ
メ
ン
ツ

「
は
る
は
ゆ
ら
ゆ
ら
」 

五
味
太
郎

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

５
月　

日
（
土
）

１４

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

４
月　

日
（
土
）

１６

５
月　

日
（
土
）

２１

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

ヒロシです。
ヒロシ
ヒロシです。触ってもいない
のに手から草の匂いがすると
です。ヒロシです。引きこも
るほどのお金がありません！
　ヒロシです。俺のサドルが
ありません…。元ホスト哀愁
の吟遊芸人が奏でる哀しきバ
ラード、２００編！

キッパリ！
上大岡トメ
今すぐできてかんたん、お気
楽、たいした覚悟もいらない、
大金もかからない、５分間で
自分を変える６０個の方法。
Shes net連載コラム「５分
で自己改革」から厳選しまし
た。

もくちゃん　もこちゃんの
はじめてのようちえん
多田ヒロシ
今日から楽しい幼稚園。もぐ
らのもくちゃんはうれしくて
落ち着いていられません。先
生に呼ばれて大きな声でお返
事したら、うさぎの女の子も

セブンスタワー第七の塔
Ⅵ紫の塔
ガース・ニクス
ニクス１９６３年オーストラリア
生まれ。キャンベラ大学卒業。
ファンタジー作家。「サブリエ
ル」でオーリアリス賞ファン
タジー部門、ヤングアダルト
小説部門大賞を受賞。

�

�

�

�

�����������������������������

�����������������������������
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�
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�
�
�
�
�

�
�
過
去
に
第
３
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
、
共
済
組

合
な
ど
に
加
入
す
る
方
の
被
扶
養
配
偶
者
）
の
届
出
を

忘
れ
た
た
め
に
、
年
金
受
給
額
が
下
が
っ
た
り
、
受
給

資
格
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
遅
れ
て
届
出
を
し
て
も
過
去
２
年
し
か
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和　

年
４
月
１
日
か
ら
平

６１

成　

年
４
月
１
日
前
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
３
号
と

１７
し
て
届
出
を
し
て
い
な
い
期
間
が
あ
れ
ば
、「
特
例
の
届

出
」
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
す
べ
て
保
険
料
納
付
済
み

期
間
と
な
り
ま
す
。

　

第
３
号
被
保
険
者
に
な
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
一

時
期
勤
め
た
期
間
が
あ
っ
た
り
し
て
届
出
漏
れ
に
な
っ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
一
度
、

社
会
保
険
事
務
所
で
年
金
の
加
入
暦
を
確
か
め
て
お
か

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
へ
は
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
３
月
ま
で
に
第
３
号
の
届
出
が
あ

１７

り
、
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
第
３
号
に
該
当
し
て
い
な

が
ら
「
保
険
料
未
納
の
取
り
扱
い
」
と
な
っ
て
い
る
と

把
握
し
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
特
例
の
届
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
特

例
の
届
出
も
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、
自
動

的
に
保
険
料
納
付
済
期
間
へ
の
変
更
が
行
わ
れ
、
社
会

保
険
庁
か
ら
平
成　

年
４
月
下
旬
に
、
お
知
ら
せ
が
送

１７

付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
該
当
す
る
方
で
あ
っ
て
年
金
受

給
中
の
方
は
、
年
金
額
の
増
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
年
金
額
の
改
定
に
つ
い
て
も
、
社
会
保
険

庁
に
お
い
て
実
施
す
る
た
め
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

「はい」だって。その子の名前は、もこちゃんでし
た。１９８５年刊の新装版。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４-８２-２００１）まで。
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▼入浴時シャワーを流しっ放
　しにしていませんか。 

入浴時にシャワーのお湯を流
しっ放しにしていませんか。
１日１分間シャワーの使用を
控えましょう。

▼白熱電球から蛍光灯への
　付け替えを。

照明にはエネルギー使用量が
少なくてすむ蛍光灯を使いま
しょう。
※電球型蛍光ランプもおすす
めです。

家庭・オフィスでできる　省エネ

※し尿に関するお問い合わせは、
　城南衛生管理組合（TEL０７５-６３１-５１７１）まで。
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 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�idekika@silver.ocn.ne.jp
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電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－4412井手小学校有王分校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
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～井手町自然～井手町自然
ガイドブックから～ガイドブックから～
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◆���：日当たりのよい林などに
生える落葉低木で、高さは１
～２メートルほどになります。
桜に続き山吹色の美しい花が
咲くので、庭などにも好んで
植えられます。
　ヤマブキは井手町の花にも
指定されていて、昔は玉川沿
いにたくさんありましたが、昭
和２８年の水害の後には少なく
なってしまいました。現在は、
左馬公園、玉川堤の桜ととも
に植えられています。井手町
では一重の花が多く、その美
しさは有名でした。カジカガ
エルとともに、万葉集でも和
歌に詠まれています。
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